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1R問題 それ以外
1R 問題はこのほか必修問題が対象になります。
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001	 111E5	

　冠動脈について誤っているのはどれか。

	 a	 左回旋枝は側壁および後壁を灌流する。

	 b	 右冠動脈は前室間溝に沿って走行する。

	 c	 冠血流は収縮期よりも拡張期に多く流れる。

	 d	 左右の冠動脈はそれぞれValsalva 洞から起始する。

	 e	 左冠動脈は主幹部から左前下行枝と左回旋枝に分かれる。

【解法のポイント】

・冠動脈はValsalva 洞からそれぞれ右冠動脈と左冠動脈として起始する。冠動脈は右冠動脈（RCA）、左

冠動脈主幹部（LMT）とその分枝の左前下行枝（LAD）・左回旋枝（LCX）があり、右冠動脈、左前下行

枝、左回旋枝が主要な分枝である。
　 RCA：right coronary artery、LMT：left main trunk、LAD：left anterior descending branch、LCX：left circumflex

【選択肢考察】

	〇	a	 左 Valsalva 洞から出た左冠動脈は左冠動脈主幹部（LMT）となり、左前下行枝と左回旋枝（LCX）

に分かれ、それぞれ前壁中隔と（左）側壁を栄養する。左前下行枝は前室間溝を下行し、左回旋

枝は左冠状溝を後方に走行する。

	×	b	 前室間溝に沿って走行するのは左冠動脈の前下行枝である。右冠動脈は冠状溝に沿って走行し、

心臓の後面にまわってから後下行枝は後室間溝を下行する。

	〇	c	 冠血流は心筋が収縮するときよりも拡張したときに増加する。

	〇	d	 左右の冠動脈は上行大動脈の起始部の膨らみであるValsalva 洞から起始する。

	〇	e	 左冠動脈は主幹部から左前下行枝と左回旋枝に分かれる。
正解：b

右冠動脈
RCA

上行大動脈
肺動脈

左冠動脈主幹部
LMT

左前下行枝
LAD

左回旋枝
LCX

（出典：iMedicine 1「循環器」p.13、14より）　ⓒMediTunes

前

前室間枝

後室間枝

右冠動脈

回旋枝

左冠動脈

心房を取り除き、心室を上方から見たところ

1 構造と機能

〔総論〕

Passport

1R
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136	 95A73	

　僧帽弁狭窄症にみられない所見はどれか。

	 a	 Ⅰ音の亢進

	 b	 Ⅲ　音

	 c	 僧帽弁開放音〈opening snap〉

	 d	 拡張期ランブル

	 e	 前収縮期雑音

【MORE INFO】

●僧帽弁狭窄症の聴診所見

・僧帽弁狭窄症（MS）では、聴診所見としては僧帽弁が狭窄しているため拡張期に左房から左室に血液

が流れにくくなり、拡張期に狭い僧帽弁口を流れる血液が拡張期低調性遠雷様雑音として聴取される。

・弁の硬化・石灰化に従って、僧帽弁の開放時に僧帽弁開放音（opening snap；OS）を認める。

・さらに、拡張期の末期に心房収縮によって左房から左室に血液が流れるとき、拡張期末期に前収縮期

雑音（presystolic murmur；PSM）を聴取することがある。しかし、PSMは心房細動を合併してくると

消失する。

A弁閉鎖 A弁開放 

PSM OS 

M弁開放 

正常LA圧 

M弁閉鎖 

Ⅰ音↑ Ⅱ 拡張期ランブル 

LV 

LA 
LA圧↑ 

僧帽弁狭窄症の聴診所見
（出典：iMedicine 1「循環器」p.137より）　ⓒMediTunes

【選択肢考察】

	○	a	 MSでは僧帽弁が硬くなるので、左室収縮時に僧帽弁が閉鎖するときに聴取されるⅠ音が亢進し

てくる。

	×	b	 Ⅲ音は肺静脈から左房に還流した血液に加えて、僧帽弁閉鎖不全症（MR）などで収縮期に逆流し

た血液の両方が、左房から左室へ流入するときに左室壁に当たって生じる心音である。心不全や

MRで認められるほか、若年健常者でも認められることがある。

	○	c	 opening snapはMSで僧帽弁が硬化したときに生じる音である。左室拡張期に僧帽弁が開放し、

その開放しきったときに僧帽弁の運動エネルギーが音エネルギーに変化して生じる。

	○	d	 拡張期ランブルはMSの拡張期に左房から左室へ血液が流入する際、狭い僧帽弁口を通るときに

生じる音である。

	○	e	 MSでは心房収縮に伴って漸増性の前収縮期雑音（PSM ⇒心房細動出現時には消失する）を聴取

する。
正解：b
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196	 114B36	 必修

　13 歳の男子。学校心臓検診で心電図異常を指摘され、父親に連れられて受診した。自覚症状

はない。脈拍 76／分、不整。血圧 110／74mmHg。心エコー検査所見に異常を認めない。心電

図を示す。この心電図にみられる期外収縮は運動により消失した。Holter 心電図検査において

期外収縮の連発を認めなかった。

　患児および父親への説明として正しいのはどれか。

	 a	 「不整脈の薬を飲みましょう」

	 b	 「心臓カテーテル検査を行います」

	 c	 「体育の実技は見学してください」

	 d	 「心配はないので経過をみていきましょう」

	 e	 「カテーテルアブレーションという治療を行います」

【解法のポイント】

　健診で発見された心室性期外収縮が、心室性頻拍症（VT）・心室細動（VF）などのリスクは低く、生理

的範囲内の心室性期外収縮と判断し、その対応を求めるもの。

【症例検討・キーワード】

① 13 歳の男子が学校心臓検診で心電図異常を指摘された。

②動悸などの自覚症状はない。

③脈拍 76／分、不整〔⇒不整脈があると判断されるが、脈拍は正常範囲内である〕

④血圧 110／74mmHg〔⇒正常範囲である〕

【画像診断】

・心エコー検査所見に異常を認めないので、心機能は正常と考えられる。

・心電図では、脈の不整が存在し、QRS 幅の広い期外収縮が2つずつ認められる。これは心室性期外収

縮と判断できる。心拍数は正常範囲であり、また連発や多源性、R on Tなどの危険な期外収縮はない。

・さらに、この心電図にみられる「期外収縮」は「運動により消失」した。

・また、長時間連続記録されるHolter 心電図検査においても、「期外収縮の連発」を認めなかった。

【診　断】

　散発性の、生理的な心室性期外収縮。

1R
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同じ波形の心室性期外収縮

本来の拍動（75／分程度）

虚血性変化もない

・心機能が正常で、虚血変化などもなく、連発や多源性、R on Tなどの危険な期外収縮はない。

・運動により増悪するのではなく、むしろ期外収縮が消失している。

・以上より、心室性頻拍症（VT）・心室細動（VF）などのリスクは低く、生理的範囲内の心室性期外収縮

と判断される。

・健康人でも一日にかなりの数の、生理的範囲内の心室性期外収縮を認める。

・心室性期外収縮のLown 分類：この患者はGrade Ⅰと判断され、治療不要である。

【選択肢考察】

	×	a	 Lown 分類のGrade Ⅰの生理的範囲内の心室性期外収縮なので、「不整脈の薬を飲みましょう」と

いうのは不適切。

	×	b	 生理的範囲内の心室性期外収縮なので、「心臓カテーテル検査を行います」というのは不適切。

	×	c	 生理的範囲内の心室性期外収縮で運動で増悪していないので、「体育の実技は見学してください」

というのは不適切。

	○	d	 生理的範囲内の心室性期外収縮と判断されるので、心室性頻拍症（VT）・心室細動（VF）などの

リスクは低く、「心配はないので経過をみていきましょう」という対応が適切。

	×	e	 生理的範囲内の心室性期外収縮なので、「カテーテルアブレーションという治療を行います」と

いうのは不適切。
正解：d

Lown 分類

Grade 0 なし

Grade 1 散発性（30 回／時間以下）

Grade 2 多発性（30 回／時間以上または 1 回／分以上）

Grade 3 多形性

Grade 4 連発性
a：2 連発

b：3 連発以上

Grade 5 R on T 型
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　肺の構造・機能について正しいのはどれか。

	 a	 気管は第 3 胸椎の高さで左右に分岐する。

	 b	 右主気管支は左主気管支よりも長い。

	 c	 末梢の肺動脈は気管支と並走する。

	 d	 呼吸細気管支が分岐して終末細気管支となる。

	 e	 ガス交換は肺胞孔で行われる。

【選択肢考察】

	×	a	 気管は第 4（〜 5）胸椎の高さで左右に分岐する。

	×	b	 右主気管支は右上葉気管支を早く分岐するので、左主気管支よりも短い。

	○	c	 末梢の肺動脈は気管支と並走し、肺静脈は交差する。肺動脈と気管支は肺区域の中央を走行し、

肺静脈は区域間を走行する。

	×	d	 終末細気管支が分岐して呼吸細気管支となる。

	×	e	 ガス交換は肺胞隔壁を介して肺毛細血管との間で行われる。肺胞孔は肺胞の連絡小孔（Kohnの

小孔）であり、肺胞間の通気により小さい気管支の閉塞で無気肺になるのを防いでいるが、ガス

交換を行っているわけではない。
正解：c

気管支動脈

気管支静脈

肺動脈

気管支

肺胞

肺静脈

一部肺静脈へ

奇
静
脈
へ

肺動静脈と気管支動静脈気管支の分岐

気道部
（導管部）

移行部

呼吸部

気　管

気管支

呼吸細気管支二次肺胞
三次

一次

肺胞管

肺　胞

細気管支
終末細気管支 軟

骨
は
な
い

気
管

左主気管支

上葉気管支上葉気管支

下葉気管支

carina（分岐角）

45°
25°

下葉気管支

中葉気管支

右主気管支

中間気管支幹
・左主気管支は右主気管支より長い。

・中間気管支幹は右のみに存在。

・右B6 は、右 B4、B5 とほぼ同じ高さで分岐する。

1 構造と機能

〔総論〕

Passport
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034	 106B6	

　胸部 X 線写真（A）と胸部単純 CT（B）を示す。胸部 X 線写真上の異常陰影と一致した病変が

　認められる胸部単純 CTはどれか。

	 a	 ①	 b	 ②	 c	 ③	 d	 ④	 e	 ⑤

(A)　 （B）

【画像診断】

　右下肺野の心陰影右側に腫瘤性陰影を認める。

右下肺野の腫瘤性陰影

心陰影

CT断面レベル

【選択肢考察】

	×	a	 ①は腫瘤性陰影が左肺野末梢の胸壁近傍に認められ、さらに、断面のレベルが気管分岐部下の第

5 胸椎であるので、提示された胸部 X 線とは異なる。

	○	b	 ②は右下肺野の心陰影右側に腫瘤性陰影を認めることから、この胸部X線と合致する所見である。

	×	c	 ③は腫瘤性陰影が左肺野にあるので、提示された胸部 X 線とは異なる。

	×	d	 ④は腫瘤性陰影が左肺野末梢の胸壁近傍に認められるので、提示された胸部 X 線とは異なる。

	×	e	 ⑤は腫瘤性陰影が気管レベルの断面に存在しているので、提示された胸部 X 線とは異なる。
正解：b
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164	 104E53	

　36 歳の女性。2 日前から出現した呼吸困難と茶褐色の喀痰とを主訴に来院した。半年前から

時々喘鳴を伴う呼吸困難と咳嗽とが発作性に出現し、自宅近くの診療所で気管支拡張薬と副腎

皮質ステロイド吸入薬とを処方されていた。意識は清明。体温 37.0℃。脈拍 96 ／分、整。血

圧 114 ／ 68mmHg。全肺野にwheezesを聴取する。赤沈 30mm ／ 1 時間。血液所見：赤血球 390

万、Hb 11 .2g ／ dL、Ht 37％、白血球 11,000（桿状核好中球 3％、分葉核好中球 41％、好酸

球 28％、好塩基球 1％、単球 2％、リンパ球 25％）、血小板 32 万。血液生化学所見に異常を

認めない。胸部 X 線写真（A）と経気管支肺生検組織のH − E 染色標本（B）を示す。

　この病態に関与する免疫グロブリンはどれか。2つ選べ。

	 a	 IgA	 b	 IgD	 c	 IgE	 d	 IgG	 e	 IgM

（A）　 （B）

【症例検討・キーワード】

・半年前から喘鳴を伴う呼吸困難と咳嗽。気管支拡張薬とステロイド吸入薬を処方〔⇒気管支喘息？〕

・2 日前から呼吸困難と茶褐色の喀痰〔⇒喘息に新たな病変が加わった？ 粘液栓子〕

・全肺野にwheezes〔⇒気管支喘息が悪化？〕

・赤沈亢進〔⇒炎症あり。喘息だけではなさそう〕

・白血球 11,000（好酸球 28％）〔⇒白血球増加。好酸球高値。Ⅰ型アレルギー関連呼吸器疾患？〕

【画像診断】

　A：左上葉、下葉に浸潤影を認める。左上葉に気管支拡張像を認める。

　B：肺胞の虚脱、肉芽腫形成、粘液栓子、好酸球の浸潤を認める。

浸潤影

気管支拡張像

浸潤影

肺胞壁の肥厚
（間質性肺炎）

好酸球浸潤

【診　断】

　気管支喘息、粘液栓子、胸部 X 線の浸潤影と中枢性気管支拡張像、病理所見の好酸球浸潤と間質性肺

炎より、アレルギー性気管支肺アスペルギルス症の疑いとなる。

　真菌であるAspergillus fumigatusが原因でIgE 抗体が産生され喘息発作（Ⅰ型アレルギー）を引き起




